












　連母音 /ai, oi, ui/ 等が日本各地の方言において様々な融合変化を呈することはよく知られて
いる。その中でも，この3種の連母音がすべて第1母音をそのまま伸ばした長母音すなわち [aː, 







































































音を表すのにも /c/ が有用であるため，無声破擦音を実態とする音素として /c/ を立て，破裂音 
/t/ と区別することにする。すなわち，タ，テ，ト /ta, te, to/ ，ツァ，チ，ツ等は /ca, ci, cu/ とする。
また，チャ，チュ，チョは /cja, cju, cjo/ によって表す。一方，タ行以外の行の子音は単一の子
音音素を持つものとし，例えばサ行は /sa, si, su, se, so/，シャ・シュ・ショは /sja, sju, sjo/ とする。
　以上のことから，多治見方言の記述にあたって用いる音素表記を仮に (1)のとおりとする。
(1) 多治見方言の音素体系（仮）
母音：/i/, /e/, /a/, /o/, /u/  





















































7 － 27 －
多治見方言における連母音の長母音化について











































生年 性別 生育地 外住歴
職業
（退職後を含む）
A氏 1948年 女性 上町 18～ 20歳，25～ 30歳（計7年） 陶磁器産業
B氏 1949年 男性 上町 なし 陶磁器産業
C氏 1949年 男性 平野町 なし 公務員
D氏 1950年 女性 生田町 20～ 21歳（半年間） 陶磁器産業
E氏 1951年 女性 錦町 なし 自営業




















































1 － 31 －
多治見方言における連母音の長母音化について
音 [æː] を使用するが，残りの12項目では長母音 [aː] を使用しており，多治見市内の他の地域
では母音連鎖 [ai] が少数見られるほかはすべて長母音 [aː]である。
　以上の先行研究では多治見市などの東濃地方西部を中心とした地域において３種の連母音の
長音化が記述されているが，この他に，中濃～西濃地方と尾張地方については，連母音ae が
融合するとの記述が見られる（平山他編著 1997: 34, 37など）。奥村 (1976: 179) は西濃地方で





































｛アホ -「ばからしい」・ケチ -「けちな」・タル -「つまらない」・トロ -「愚かな」・ヘボ -
「弱い，下手くそ」・ムサ -「(1)汚い，(2)みすぼらしい」・メンド -「面倒な」・モエ -「き
な臭い」｝-クサア・｛チンビ -「小さい」・ニス -「(1)鈍い，(2)意気地がない」・ヒラ -「平
たい」・マアル～マル -「丸い」｝-クタア・｛オモ～ヨモ -「重い」・クスベ～コソベ -「く
すぐったい」・ケブ -「煙たい」・ツベ -「冷たい」・ネブ～ネム -「眠い」｝-タア・｛アモ
スモ -「あっという間もない」・アラケ -「乱暴な」・イワンコッチャ -「それ見たことか」・
カスデモ -「無益な」・カンカ -「仕方がない」・シャシャモ -「とんでもない」・ジョサ -「如
才ない」・ズツ -「つらい」・ゾウサ～ゾウソ -「容易な」・タイモ～タアモ -「とんでもな





















3 － 33 －
多治見方言における連母音の長母音化について
カ～イコ -「行こう」・オカ～オコ -「やめよう」・ヤロ -「やろう」｝-マア～マアカ（17語）
③＝①・②併記


















もう，既に，(2)灰」・マアトシ「毎年」・｛イイ -「言い合い」・クミ -「組合」・シ -「試合」・
ツカメ -「つかみ合い」・ノリ -「乗合」・ヘシ -「押し合い（へし合い）」・ボオ -「鬼ごっこ（追


















































































　外来語「ネクタイ」は母音連鎖 3名，長母音として発音しうる人が 2名，短母音 1名である
－ 34 －
富山大学人文学部紀要






ai A B C D E F
鯛 ai ai ai ai ai ai
お参り ai>aa ai>aa aa ai ai>aa aa
大根 ai>aa ai>aa ai>aa ai ai ai, 昔 aa
階段 ai ai ai, 昔 aa ai ai ai, 昔 aa
タイル ai ai ai, 昔 aa ai ai ai
タイヤ ai ai ai ai ai ai
ネクタイ ai, 老 aa ai>aa aa ai ai a
ワイン ai ai ai ai ai ai
薩摩芋 ai>aa ai>aa aa ai ai ai, 昔 aa
甘い ai>aa aa aa ai, 聞 aa aa aa
書いた ai>aa aa aa ai ai aa
泣いた ai>aa aa aa ai, 聞 aa aa aa
出した aa aa aa asi, 聞 aa aa aa

















7 － 37 －
多治見方言における連母音の長母音化について
ドロイ「遅鈍な」・メンドイ「面倒な」・｛キタナッ -「汚い」・ジャケラ -「つまらない」・

































































9 － 39 －
多治見方言における連母音の長母音化について
表3　面接調査における連母音oiの発音
oi A B C D E F
鯉 oi oi oi oi oi oi
鯉幟 oi>oo oi oi>oo oi oi oi, 昔 oo
甥 oi oi oi（オイッコ）oi oi（オイッコ）oi
トイレ oi oi oi oi oi oi
トイレット
ペーパー
oi oi oi oi oi oi
コイン oi oi oi oi oi oi
羽子板 oi oi oi oi oi oi
重い oi>oo oo, オモタア oo, オモタア
oi, 聞 oo, オモ
タイ
oo, オモタア oo, オモタア
青い oi>oo oo oo oi>oo oo oo





























9 － 39 －
多治見方言における連母音の長母音化について


















































表 4 7）　面接調査における連母音 ui の発音
A B C D E F
西瓜 ui ui uu ui ui ui, 昔 uu
六日 ui>uu ui uu ui ui ui, 昔 uu
行水 ui>uu NO ui ui ui uu
追突 ui>uu ui uu ui ui ui, 昔 uu
クイズ ui ui ui ui ui ui
絹糸 ui ui ui ui ui ui
軽石 ui ui ui ui ui ui
軽い ui>uu uu uu ui, 聞 uu uu uu
剥いた ui>uu uu uu ui uu uu








1 － 41 －
多治見方言における連母音の長母音化について
の併記（③ ’’）を含めると7語である。
　他に，(6b) の動詞では① ’ ウラガヤス・カヤス・ヒックリカヤスや③ ’ イコカヤのように連母
音aeが /aja/となる例があるが，これについては3.1.5節で検討する。
　また，(6c) では③ ’’ オマイ～オマアのように長母音の他にア段＋イのバリエーションを持つ














































表 5　面接調査における連母音 ae の発音
ae A B C D E F
蛙 ae ae ae ae ae ae
帰る ae ae ae ae ae ae
でんぐり返り ae>aa NOデングリ ae ae ae ae, 昔 aa
裏返し ae>aa NOウラ ae>aa ae ae aa
前掛け ae>aa** ae>aa aa ae ae** aa





























































































































































ai A B C D E F
鯛 ai ai ai ai ai ai
入る ai>aa aa aa ai ai ai>aa
お参り ai>aa ai>aa aa ai ai>aa aa
大根 ai>aa ai>aa ai>aa ai ai ai, 昔 aa
階段 ai ai ai, 昔 aa ai ai ai, 昔 aa
タイル ai ai ai, 昔 aa ai ai ai
タイヤ ai ai ai ai ai ai
ネクタイ ai, 老 aa ai>aa aa ai ai a
ワイン ai ai ai ai ai ai
表 6-2　形態素内の連母音 oi
oi A B C D E F
鯉 oi oi oi oi oi oi
鯉幟 oi>oo oi oi>oo oi oi oi, 昔 oo
甥 oi oi oi oi oi oi
トイレ oi oi oi oi oi oi
トイレットペーパー oi oi oi oi oi oi
コイン oi oi oi oi oi oi
表 6-3　形態素内の連母音 ui
ui A B C D E F
西瓜 ui ui uu ui ui ui, 昔 uu
六日 ui>uu ui uu ui ui ui, 昔 uu
行水 ui>uu NO ui ui ui uu
追突 ui>uu ui uu ui ui ui, 昔 uu
クイズ ui ui ui ui ui ui
表 6-4　形態素内の連母音 ae
ae A B C D E F
蛙 ae ae ae ae ae ae
帰る ae ae ae ae ae ae
でんぐり返る ae>aa NO ae ae ae ae, 昔 aa
裏返し ae>aa NO ae>aa ae ae aa
前掛け ae>aa ae>aa aa ae ae aa
－ 48 －
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9 － 49 －
多治見方言における連母音の長母音化について
表 7　形態素境界をまたぐ連母音
A B C D E F
薩摩 -芋 ai>aa ai>aa aa ai ai ai, 昔 aa
羽子 -板 oi oi oi oi oi oi
絹 -糸 ui ui ui ui ui ui
軽 -石 ui ui ui ui ui ui
名古屋 -駅 ae ae ae ae ae ae
表 8　形容詞終止形語尾
A B C D E F
甘い ai>aa aa aa ai, 聞 aa aa aa
重い oi>oo oo oo oi, 聞 oo oo oo
青い oi>oo oo oo oi>oo oo oo
遠い oi>oo oo oo oi, 聞 oo oo oo
多い oi>oo oi>oo oo oi, 聞 oo oo oo
軽い ui>uu uu uu ui, 聞 uu uu uu
表 9　カ行・ガ行五段活用動詞のタ形
A B C D E F
書いた ai>aa aa aa ai ai aa
泣いた ai>aa aa aa ai, 聞 aa aa aa
剥いた ui>uu uu uu ui uu uu
脱いだ ui>uu uu uu ui uu uu
表 10　サ行五段活用動詞のタ形
A B C D E F
出した aa aa aa asi, 聞 aa aa aa
落とした oo oo oo osi, 聞 oo oo oo















































































1 － 51 －
多治見方言における連母音の長母音化について
表 11　P1が子音である場合と母音である場合との比較
P1 A B C D E F
子音
甘い ai>aa aa aa ai, 聞 aa aa aa
重い oi>oo oo oo oi, 聞 oo oo oo
軽い ui>uu uu uu ui, 聞 uu uu uu
母音
青い oi>oo oo oo oi>oo oo oo
遠い oi>oo oo oo oi, 聞 oo oo oo
多い oi>oo oi>oo oo oi, 聞 oo oo oo
子音
出した aa aa aa asi, 聞 aa aa aa
落とした oo oo oo osi, 聞 oo oo oo












P2=/Q/ A B C D E F
弱い Q aa ai aa ai ai ai>aa
強い Q oo oi>oo oo oi oi oo
青い Q oo oo(Qなし ) oo oi oi oi>oo
多い Q oo oo(Qなし ) NO oi oi oi























ば /ai/ では金田一 (1953) の [æː] と並んで柴田 (1950) の [æə] などの IPA表記が行われているよ
うに，途中で音色が変わる二重母音的なものとの見方もある。これに対して，多治見等の長母

































 図 1 のオバアチャン「お婆ちゃん」の長母音[aː]の部分のフォルマントは、前後の子音部分
とのわたりに大きなフォルマント遷移があるため比較しにくいが、これと同様に長母音で発音
された図 2や図 4ではフォルマント遷移が大きくなく、母音の初めから終わりまで第 1・第 2
フォルマントがほとんど変動しないことがわかる。一方、図 3と図 4では母音の途中でファお
ルマントの間隔が開き、前舌母音[i]または[e]に移行したことがわかる。 






図 3  サツマアモ「薩摩
芋」 
 









図 4 マアカケ「前掛け」 
 
 


















図 4 マアカケ「前掛け」 
 
 
























 図 1 のオバアチャン「お婆ちゃん」の長母音[aː]の部分のフォルマントは、前後の子音部分
とのわたりに大きなフォルマント遷移があるため比較しにくいが、これと同様に長母音で発音
された図 2や図 4ではフォルマント遷移が大きくなく、母音の初めから終わりまで第 1・第 2
フォルマントがほとんど変動しないことがわかる。一方、図 3と図 4では母音の途中でファお
ルマントの間隔が開き、前舌母音[i]または[e]に移行したことがわかる。 











5 － 55 －
多治見方言における連母音の長母音化について




































図 4 マアカケ「前掛け」 
 
 







































　図 6は本来的な長母音 [oː]を持つ「コート」の発音を示す。図 7の「鯉幟」の連母音部分は
図 6の長母音に近いフォルマントを示すのに対して，図 8「鯉」では途中からフォルマントの
間隔が拡がっている。










































































































7 － 57 －
多治見方言における連母音の長母音化について
B:　共通語と同じ母音に加えて，わたり音的な音素 /J/等を持ち，これが母音に後続した
場合に引き音に変換される。例えば「赤い」{akaJ}⇒ /akaR/ ，「それから」{soikara}→ /
soikara/。
C:　長母音は引き音を伴う母音として連母音とは別に存在し，変換の過程を必要としない。






















































































1）奥村 (1976: 259) は，この 3種の連母音が長音化する岐阜県内の地域として，地図を示し，多治見市・
土岐郡（現，多治見市）笠原町・土岐市・瑞浪市のいわゆる旧「東濃三市一町」全域とそれに隣接する
恵那郡（現，恵那市）山岡町西部・可児郡御嵩町・可児郡可児町東部・可児郡八百津町南部辺りを示し
ている。また，愛知県から岐阜県南部にかけてのこの 3種の連母音の発音を調査した芥子川 (1957: 16) 

















9 － 59 －
多治見方言における連母音の長母音化について
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